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第 ８ 章  計画の推進に向けて 
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８－１ 計画の担い手 

 

緑の基本計画を総合的かつ計画的に推進するために、市民・団体、事業者、行政、関係人口それぞれ

が、まちづくりの担い手であることを認識しつつ、共創体制をつくり、実行していきます。 

 

■緑のまちづくりにおける役割分担 

 

 

 

 

 

 

  

市民や団体は、生活の中で身近な緑を育てるとともに、自らが緑づく

りの主役であることを認識し、積極的に地域の緑の保全・整備・維持管

理活動に参加します。また、町内会・自治会や子ども会など、地域の核

となる団体などが主体となって、緑の保全・創出に取り組むことが重

要です。 

・・・ 西尾で暮らし、活動する ひと 

事業者 
事業者は、屋上・壁面緑化や駐車場緑化、工場外周部の緑化などの環

境対策などに取り組むとともに、町内会・自治会や市民活動団体など

との連携により、地域に密着した緑化の推進が求められています。 

・・・ 西尾で事業を営む ひと 

行 政 
行政は、本計画の具体的な施策を推進するとともに、市民や事業者

との共創体制づくりや、緑に関する活動促進の機会提供などのほか、

普及啓発などに努め、緑のまちづくりの人材育成を図ります。 

・・・ 市政を運営する ひと 

関係人口 ・・・ 市外から、西尾に関わりを持つ ひと 

西尾に関心を持ち、多様な関わりを持つ人々（関係人口）は、観光や

景観スポットとなる緑の空間を訪れて魅力を共有・発信したり、西尾

の農産物を消費したりするなど、緑の積極的な活用が求められます。 
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８－２ 実現化方策 

 

本計画の実現に向けて、以下の方策をもって、施策の推進にあたります。 

 

 

 

 

緑は市域外にも連続していることから、県や近隣市のほか、流域治水協議会や生態系ネット

ワーク協議会のような関連する機関との連携を含めて、広域連携の強化に努めます。国や県

に対しては必要な要望を行うとともに、国や県が実施する各種の事業との連携を図ります。 

 

 

 

 

本計画の施策を効果的に進めていくために、庁内の連携を強化して、合意形成や問題への

対処を検討し、事業の評価、改善といった進行管理などについて、横断的な推進を図ります。

また、これらの施策推進に関わる各種情報は、集約・管理によって、適切に市民に提供できる

よう努めます。 

 

 

 

 

事業の推進、ソフト施策の充実のため、市民や企業との連携強化を図ります。アダプトプロ

グラム参加団体や環境学習関連団体など、既存の活動団体を軸に輪を拡げていくほか、公園

整備における市民ワークショップなど、つながりを生み出すきっかけの創出を図ります。 

 

 

 

 

持続的な緑のまちづくりを進めていくために、財源確保のための取組を推進します。社会

資本整備総合交付金や森林環境譲与税、緑化基金、ふるさと納税の活用などにより、必要な

財源の確保に努めます。 

 

  

他機関との連携 

庁内での横断的連携 

市民や関係機関・団体などとの連携 

財源確保 
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８－３ 計画の進行管理 

■ＰＤＣＡサイクルによる進行管理 

緑の基本計画の進行管理は、担当部署により指標や施策の実施状況を定期的に把握し、施策の継続

性、財源の確保、効率的な事業スケジュールの設定などについて検討を行います。 

計画の実現性を高めるため、マネジメントサイクル（PDCA サイクル）の考え方を取り入れ、緑の現況

や施策の進捗状況などを評価し、必要に応じて計画の見直しを行います。 

 

【PDCAサイクルのイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画の評価・見直し 

本計画の取組を効果的に進めるためには、施策・事業の実施状況や社会経済情勢、市民ニーズの変

化などに応じて、適正な見直しを図ることが必要となります。 

したがって、目標年度（令和 14 年度）の中間年となる計画策定後５年を目途として、施策・事業の実

施状況を評価し必要に応じて本計画の見直しを行うものとします。 

 

 

 

 

 

 

  

PDCA 

サイクル 

PLAN（計画) 

DO（実行) 

CHECK（評価) 

ACT（改善) 

緑の基本計画 緑の基本計画 

R４年度 

策定 評価 見直し 

５年後 
（R９年度） 

10 年後 
（R14 年度） 

20 年後 
（R24 年度） 
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■目標指標について 

計画の見直しに際しては、各種データとともに、市民意識調査の満足度などを用いて評価を行います。 

また、コロナ禍のように全く予想できない事象により市民生活が大きな影響を受けてしまう事もある

ため、このようなインパクトについても十分に注視しておく必要があります。 

 

 

目標指標 一覧 

目標 指標 

本計画 

策定時 

（令和３年） 

本計画 

目標年次 

（令和 14年） 

緑を 

守る 

都市計画区域面積に対する緑地量の割合 
48.7 % 

（7,764ha） 

48.7 % 

（7,764ha） 

市街化区域面積に対する緑地量の割合 
6.9 % 

（195ha） 

6.9 % 

（195ha） 

市域全体に対する緑被率 
70.4 % 

(11,353ha) 

70.4 % 

(11,353ha) 

緑を 

つくる 

都市公園の市民一人当たりの公園面積 5.08 ㎡/人 5.23 ㎡/人 

身近な公園緑地に歩いていける地域の割合 

(公園誘致距離圏カバー率) 
51.5 % 53.5% 

都市計画道路における街路樹整備率 

(国・県道路線を除く) 
38.1 % 40 % 

緑を 

活かす 

アンケート調査による緑の満足度 

※西尾市緑の基本計画策定に向けた住民アンケート調査 
54.20 % 60 % 

共創による公園の管理箇所数[累計] 18 箇所 28 箇所 

西尾いきものふれあいの里利用者数 15,897 人 18,000 人 

緑を 

伝える 
緑化活動に関するイベント開催数 16回 20 回 
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